ひまわり園　　加齢に伴う身体症状のある利用者支援について
支援員　田代　優音

ひまわり園（就労継続B型、就労移行、生活介護、定員６０名）では、現在６０歳以上の利用者が５名利用されており、園全体の平均年齢は４１．６歳です。また、就労支援B型の利用者では、高等部卒業後から利用されている方が２７名、A型事業所の利用、市訓練生経験者は１１名います。
ひまわり園全体で、１０年以上通われている利用者が複数名、５年以上通われている方がほとんどです。利用年数が長くなるに従って、加齢による身体症状の変化もあり、集中力の持続や一つ一つの動作スピード、筋力等、以前に比べ少しずつ低下している利用者もいます。
その中で、利用者の変化に気付き、一人一人に合わせて作業の提供方法を変える等の支援に努めています。例えば、作業の細分化を行い、利用者の状況に合わせ作業配置をすることで作業量の偏りがないようにしたり、休憩時間をこまめにとってもらうことで負担がかからないようにしたり、今まで使っていた作業補助具の見直し等、作業に取り組む環境の整備等です。
製菓班の取り組みでは、クッキー生地カットの際に均等な大きさにカット出来るようマス目のついたシートの利用や鉄板に生地を並べ、分かりやすいよう丸印のついたシートを置いています。また、最近では、以前は見えていた印線が見えにくくなった利用者がいたため、視力が低下している方でも分かりやすいよう線を太めにする等日々の変化に合わせた補助道具を提供し、作業に取り組みやすくできるようにしています。
また、環境整備の一環として、作業場所を示したボード、利用者の動線を考えた机等の配置の見直し、冷蔵庫、冷凍庫を目で見て分かるよう赤と青の色の用紙を貼ることや、各収納場所に何が収納されているかのボードを貼るなど視覚的にも分かりやすい環境の整備にも取り組んでいます。
他にも、加齢に伴う支援についてのスーパービジョンや障がい特性に合わせた支援についての研修など行っています。
今後も加齢に伴った身体症状の変化がみられる利用者は増加すると考えられます。
日々の支援の中で利用者一人ひとりの変化に気付き、状況に合わせた支援を行うことが出来るよう、利用者家族や関係機関との連携を行いながら、利用者が楽しく活動できる環境づくりに取り組んでいきたいと思います。
